
        国際ロータリークラブ第 2730地区 日南ロータリークラブ 

    

      

      

         起承転結 

例会日 毎週水曜日 12：30～   例会場 ホテルシーズン日南 

住所  日南市園田 3-11-1   TEL 0987-22-5151  FAX 0987-22-9588         会長 入中英雄 

平和構築と紛争予防月間 

第3321回例会 №28 2023.02.22  晴れ 

点鐘・国歌・ロータリーソング 12時30分    「それでこそロータリー」 

四 つ の テ ス ト  飯干 賢 君 

例 会 行 事 会員卓話（竹井崇利君） 

 

会長時間 

イマジンロータリー 

我が家の庭先の梅の花が満開に咲き誇って散り始めています。春の訪れが待ち遠しく感じる今日この頃で

す。梅一輪ずつの暖かさと申しまして、寒さの中にも春の足音が聞こえてきます。とは言え、暖かくなったか

と思えばまた寒い日に逆戻りしたりして、体調管理も難しいですね。 

二月は平和構築と紛争予防月間です。そこで、マイロータリーから記事を紹介します。 

平和構築のため人道的な課題に取り組むロータリーでは、平和がその使命の礎となります。「平和」とは、

単なる抽象的概念ではなく、人類が発展するための原動力です。ロータリー会員は奉仕プロジェクトを実施

し、平和フェローシップと奨学金のサポートを通じて、貧困、差別、民族間の対立、教育の欠如、資源の不均

等な分配など、紛争の根底にある原因に取り組んでいます。 

ロータリーは、生きるための手段として紛争の道を選ぶことに反対します。平和構築と紛争予防がロータリ

ーの重点分野の一つとなっているのは、そのためです。ロータリー会員は、奉仕プロジェクトを実施したり、

親睦活動や奨学金を支援したりすることによって、紛争をなくし、平和な環境を作るために行動しています。 

さて、ロシア軍がウクライナに侵攻して今月の24日で1年になります。ロータリーは現在も続くウクライナで

の戦争による尊い人命の喪失及び人道的危機を深く懸念しています。 

キーウを逃れたウクライナ人会員からのレポートを少し紹介します。『戦争勃発から数時間以内に、私は姉

夫妻と生後3か月の甥、そして一匹のネコと共に車でキーウを逃れました。国境についたときにはすでに男性

の出国が禁止されていたため、義理の兄を残して国外に脱出しました。5日間の運転を経て、6日目にオースト

リアのウィーンにたどり着きました。その途上に3泊はホテルではなく、ロータリアンやローターアクターの

自宅に泊めていただきました。国際ロータリーが大家族であるとはよく言われますが、この時にそれを実感し

ました。いつでも支えてくれるのがロータリーファミリーであることを、肌身で感じました。』との事です。 

私たちは地域に根付いたネットワークと数十年にわたる経験を活かし現地で行動を起こしています。ロー

タリー会員はすでにウクライナの人々へ惜しみない支援を行っています。人道的支援の要請が引き続き多い

ことから、ロータリー財団から一時的な基金を新たに設置したようです。「ウクライナ救援基金」はこの戦争

で被災した人々の継続的かつ緊急のニーズ、また被災者を助けたいというロータリー会員の決意に応えるも

のです。 

ロータリー財団と世界中のロータリークラブが戦争で家を失ったウクライナの人々に資金、物資、サービス

を提供するために迅速に行動しています。ロータリー財団は1,500万ドル以上の寄付を集め、ウクライナの人々

に水、食料、シェルター、医薬品、衣料品などの必需品を提供するための支援を行っています。 

一日も早く世界中の紛争が収まることを願います。 

 

幹事報告 

1） 枕崎ロータリークラブより例会場変更が届いております。 



2）宮崎移植財団より情報誌ならびに寄付のお願いがきております。 

 

スマイル 

 竹井崇利君 3週間ぶりに例会に出席しました。心地よい緊張感が有り良かったです。 

 入中英雄君 先日「元気印宮崎県 38社」に選任され、宮日に掲載されました。先週の欠席のお詫びも兼ね

てスマイルします。 

 

例会行事     竹井崇利君  日南ロータリークラブ 70周年に向けて 

70周年実行委員会組織図の説明をいたします。式典・祝賀会・記念事業・おもてなし・

事務局に大きく五部会で編成します。会員の皆様はそれぞれの部会に配属していただき

ます。 

特に、釜山港都RCからお見えになりますので接遇、観光の準備をお願いします。 

記念事業の 1つとして「わかば奨学会 20周年」を計画しております。奨学生を20名

に増やしたいと思います。そのための補助金申請をいたします。また、令和 5年度から

奨学生1名、これまでの奨学生の中から 1名、計2名の奨学生に「自分の将来の夢」をテーマに発表して頂く

予定です。 

会員の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

 

出席率報告 

  会員数 出席免除 出席定数 ＨＣ出席 ＭＵ 欠席 出席 出席率 

  今 週 29   4 25 21 2 3 23 92.00％ 

 出席免除 清水、渡邊、土屋、小玉 

 先取ＭＵ 中山、榎木田 

欠 席 菊池、齋藤(奈) 

 

 

 

 

 

事務局〒887-0014 日南市岩崎3-4-2 Itten堀川ビル2F創客創人センター内 TEL0987-22-3363・FAX0987-22-3515 

会長：入中英雄  副会長：黒岩久登  幹事：斉藤篤史  雑誌会報広報委員長：河野通郎 

雑誌会報広報委員会より   原稿は、ocame@wing.ocn.ne.jpまで送信してください。 
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